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特集 第 4次大洗町総合計画
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少
子
・
高
齢
化
や
情
報
化
が
進
む
な
ど
、
人
々
の

価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
本
町
を
取
り
巻
く
環
境
も
、
常
陸
那
珂
港

の
開
港
、
束
水
戸
道
路
の
開
適
、
北
関
東
自
動
車
道

の
常
磐
自
動
車
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
新
大
洗
水
族
館

（
仮
称
）
や
子
ど
も
科
学
館
（
仮
称
）
の
整
備
等
、

目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
地
方
分
権
の
動
き
も
着
実
に
進
展
し
、
地

方
の
自
王
性
、
自
立
性
の
向
上
、
個
性
豊
か
で
活
力
あ

る
地
域
社
会
の
実
現
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、

将
来
の
大
洗
町
の
あ
る
べ
き
姿
、
方
向
を
定
め
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
行
政
運
営
を
図
る
た
め
、
「第
4

次
大
洗
町
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

町
の
将
来
像
を
「
輝
く
人
•
あ
ふ
れ
る
や
さ
し

さ
•

海
の
音
響
く
ま
ち
大
洗
」
と
し
た
、
こ
の
計
画

の
実
現
を
目
指
し
、
各
分
野
に
お
い
て
積
極
的
な
施

策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

今
号
で
は
、
当
計
画
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

あ
ふ
れ
る
や
さ
し
さ

-El
響
く
ま
ち
大

洗
■人口の推移と推計

目標年次2009年 （平成21年）における本町の人

口は、魅力あるまちづくりに努め、人口の定住化及び

流入化を図り、おおむね22,000人を目指します。

人口 22,000 
22,000 

21,000 

20,000 

19,000 

18,000 

1,000 

20,431 20,285 20、183 20,114 20,163 

平成8年 9年 10年 11年 12年 21年

2000.5.8 広報おおあらい (2) 



00000 
輝く人•あふれるやさしさ

海の音愕くまち大洗
を活かしたまちつくり

本町が有する自然資産の 「海」、この農かな自然を重要な資源として、

その環境保全に努めながら、海を活かして町の振興を図り、町民の皆さん

が海の盟かさを実感できる、そんなまちづくりを進めます。

を育むまちつくり
まちを構成する様々な都市施設や社会活動を支える人材、福祉 ・観光・

環境等の各分野の人材を育み、人と人、 心 と心がふれあい、暮らす人にや

さしい地域社会、そんなまちづくりを進めます。

全•安心なまちつくり
健康で生きがいのもてる福祉の充実、幼児から高齢者まで安心できる環

境の創出や防犯対策など、町民の皆さんや町を訪れる皆さんが、安全で安

心 して暮らせる、そんなまちづくりを進めます。

（
 

＼ヽ

■総合計画の構成と期間
2000年 （平成12年度）

嬰 I め：：f~〗；；：く：；□:ごごご二 l l 

構 を平成21年度 (2009年）とする10年間とします。

想

2004年 （平成16年度） 2009年 （平成21年度）

基 甚本計画は基本構想の実現に向け、まちづくりの理念や

本 施策の大絹を具体化し、施策の計画や概要を示すもので、平

叶 成 12年度 (2000年）から平成16年度 (2004年）までの前期5

桐 年と平成17年度 (2005年）から平成21年度 （2009年）まで

の後期5年とします。

実 実施計画は碁本計画に掲げた施策を毎年度の予算編成

施 及び事業実施の指針とし、行財政を計画的に運営するため

計 のもので、向こう3年間を計画期間としながら毎年度計画の

画 見直しをします。

凰■■■―— 
(3) 広報おおあらい 2000.5.8 
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生
活
水
準
の
向
上
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
に
伴
い
、
人
と
人
と
の
交
流
の
場
の
形

成
や
「
生
き
が
い
」
の
た
め
の
学
習
意
欲
が

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
文
化

活
動
へ
の
支
援
や
、
「
だ
れ
で
も
、
た
の
し

く
」
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
学
び
の
場
、
機
会

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
先
人
か
ら
受

け
継
い
だ
文
化
の
保
存
伝
承
や
、
元
気
の
あ

る
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
の
い

じ
め
、
不
登
校
な
ど
の
課
題
に
対
応
し
つ
つ
、

創
造
的
で
活
力
が
あ
る
恒
性
豊
か
な
教
育
を

進
め
ま
す
。

主
な
施
策

＊
幼
児
教
育
の
充
実

＊
幼
稚
園
の
合
理
化
、
効
率
化

人
を
育
む
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

，，， 

¥
 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、
す
べ
て
の
町
民

が
生
き
が
い
の
あ
る
健
康
な
生
活
が
で
き
る

社
会
の
創
造
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
町
民
の

一
人
ひ
と
り
が
心
身
と
も
に

健
康
で
あ
る
た
め
に
、
総
合
的
な
健
康
づ
く

り
と
、
安
心
し
て
保
健
•
福
祉

・

医
療
の
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
町
民
に
よ
る
支
え
合
い
の
活

動
を
育
み
、
共
に
生
き
る
福
祉
社
会
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

主
な
施
策

＊
介
護
保
険
事
業
の
円
滑
な
実
施

＊
高
齢
者
生
き
が
い
対
策

＊
福
祉
作
業
所
の
円
滑
な
運
営
へ
の
取
り

組
み

2
生
涯
学
習

＊ 

＊ ＊ ＊ 

*** 
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
充
実

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
推
進

高
齢
者
の
健
康
診
査
の
内
容

・
事
後
フ

オ
ロ
ー
の
充
実

妊
婦
・
乳
幼
児
な
ど
の
健
康
診
査
受
診

率
等
の
向
上

育
児
支
援
の
強
化

健
康
の
た
め
の
各
種
教
室
の
充
実

感
染
症
の
各
種
予
防
接
種
及
び
結
核
検

診
の
推
進

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
誘
客
と
サ
ー

ビ
ス
の
向
上

******** 
学
校
教
育
の
充
実

教
育
環
境
の
整
備

生
涯
学
習
体
制
の
推
進

学
習
機
会
と
学
習
情
報
の
提
供

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援

学
校
と
地
域
の
連
携
事
業
の
推
進

家
庭
教
育
の
促
進

健
康
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
意
識
を
高
め

る
事
業
の
展
開

公
共
施
設
の
活
用

芸
術

・
文
化
活
動
の
振
興

文
化
財
の
保
護
と
活
用

豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
と
創
出
を
図
り

な
が
ら
、
清
潔
で
美
し
い
環
境
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
資
源
の
再
利
用
に
配
慮
し
た
取

り
組
み
を
行
い
、
自
然
と
共
生
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

消
防
・
防
災

・
防
犯
体
制
の
強
化
を
図

り
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
良
好

な
生
活
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

主
な
施
策

＊
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進

＊
こ
み
の
散
乱
防
止
、
不
法
投
棄
な
と
に

対
す
る
施
策
の
推
進

環
境
美
化
意
識
の
高
揚

環
境
に
配
慮
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効

利
用

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策

交
通
事
故
防
止
対
策
の
強
化

防
災
体
制
の
強
化

災
害
時
の
通
報
・
連
絡
体
制
の
強
化

消
防
体
制
の
整
備

救
急
・
救
助
体
制
の
確
立

防
犯
体
制
の
強
化

1

福
祉
作
業
所

障
害
者
の
自

立
と
社
会
生
活
へ
の
適
応
力
を
高

め
る
た
め
の
作
業
訓
練
施
設

2

生
涯
学
習

豊
か
で
活
力
あ

る
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
、

人
々
が
、
生
涯
の
い
つ
で
も
、
自

由
に
学
習
機
会
を
選
択
し
て
学
ぶ

＊ ＊ 

心
豊
か
な
や
さ
し
い

ま
ち
を
め
ざ
し
て

＊ ＊ ＊ ＊ 

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

2000.5.8 広報おおあらい

1

健
康
•
福
祉

5
g泊
・
環
駁

(4) 



一一一一一一一一

活
気
あ
る
楽
し
い
一

一

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
一

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

都
市
基
盤
の
整
備
は
、
町
民
の
快
適
な
生

活
や
活
力
あ
る
生
産
活
動
の
基
礎
的
な
条
件

と
し
て
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
、
交
通
条
件
の
変
化
な
ど
に
積
極
的
に

対
応
し
な
が
ら
、
都
市
の
機
能
性
を
高
め
る

と
と
も
に
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
皆
さ
ん
が

暮
ら
し
や
す
い
生
活
空
間
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
）

の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
災
害
危
険
箇

所
の
解
消
を
図
る
た
め
関
係
機
関
と
連
携

し
、
予
防
措
置
を
講
じ
る
な
ど
自
然
災
害
に

（
 

も
都
市
災
害
に
も
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

主
な
施
策

＊
上
水
道
の
安
定
供
給
体
制
の
確
立

＊

公
共
下
水
道
の
整
備
及
び
加
入
促
進

＊

県
道
の
整
備
促
進

＊
都
市
計
画
道
路
や
区
画
道
路
（
生
活
道

路
）
の
整
備
促
進

道
路
環
境
の
整
備

宅
地
開
発
の
推
進

住
環
境
の
整
備

公
園
の
整
備
及
び
緑
化
の
推
進

海
岸
の
整
備
及
び
環
境
保
全

港
湾
の
安
全
性
の
確
保

港
湾
の
交
流
拠
点
の
整
備

流
通
業
務
地
の
集
積

産
業
・
観
光

ま
ち
の
発
展
を
支
え
活
力
を
生
み
出
す
源

は
、
産
業
の
活
性
化
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
現
在
の
基
幹
産
業
に
つ
い
て
は
、
さ
ら

に
発
展
さ
せ
る
一
方
、
本
町
の
恵
ま
れ
た
資

源
で
あ
る
海
を
活
か
し
て
、
様
々
な
産
業
の

連
携
を
強
化
し
、
地
域
産
業
の
振
興
を
図
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
新
た
な
産
業
の
創
造
や
雇

用
の
場
を
創
出
し
、
ま
ち
の
活
性
化
を
進
め

ま
す
。

主
な
施
策

＊

海
水
浴
場
の
整
備

＊

観
光
施
設
の
整
備

◆全員参加による協働のまちづくり
・広聴広報活動の充実

•町民参加の推進
・情報公開の推進

◆連携によるまちづくり
・広域行政施策の推進

•国・県との連携

◆効果的・効率的な行財政運営
l.行政運営 ・組織 ・執行体制の確立

・事務事業の効率化

・職員資質の向上

•財源の確保
•財政の健全化

◆男女共同参画社会の実現
・男女平等意識の確立

・男女共同参画の推進

◆情報化・国際化の推進
l.情報化 ・行政情報システム推進体制の整備

・情報提供基盤の整備

•国際化時代のまちづく り 、 ひとづく り
•国際交流活動の推進

---------------------------------------』

2
 

財政運営

2
 

国際化

******** 

安
全
で
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

都
巾
整
備

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

、̀
｀

食
文
化
の
創
造

体
験
型
観
光
の
促
進

つ
く
り
育
て
る
漁
業
の
確
立

漁
業
経
営
の
安
定
と
団
体
の
育
成

畑
作
営
農
の
確
立

活
力
あ
る
水
田
農
業
の
確
立

商
店
街
の
環
境
整
備

経
営
基
盤
の
確
立

水
産
加
工
施
設
の
集
積
促
進

こ
と
が
で
き
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

行
わ
れ
る
学
習
そ
の
も
の
を
指
し

ま
す
。
学
校
教
育
や
社
会
教
育
の

な
か
で
の
学
習
活
動
だ
け
で
は
な

く
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
活
動

趣
味
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
も
生
涯

学
習
で
す
。

3

パ
リ
ア
フ
リ
ー

身
体
障
害

者
や
高
齢
者
が
生
活
を
営
む
う
え

で
支
障
が
な
い
よ
う
に
商
品
を
作

っ
た
り
建
物
を
設
計
し
た
り
す
る

こ
と
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
作
ら

れ
て
い
る
こ
と
。

問
合
せ
／
企
画
課
企
画
調
整
係
（
内
線
2
2
3
)

(5) 広報おおあらい 2000.5.8 



．．． 
•町政． 
・トヒッ9ス． 

▲大洗子ども科学館（仮称）完成予想図

13
年
春
の
完
成
に
向
け
て
、
大
洗
子

ど
も
科
学
館
の
建
設
工
事
が
い
よ
い
よ

始
ま
り
ま
し
た
。

工
事
に
先
立
ち
、

4
月
19
日
に
は
大

洗
マ
リ
ー
ナ
前
現
地
で
安
全
祈
願
祭
が

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

祝
賀
会
で
は
、
事
業
者
で
あ
る
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
大
洗
工
学
セ
ン

タ
ー
大
和
愛
司
所
長
の
あ
い
さ
つ
、
小

谷
隆
亮
町
長
の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
そ

の
後
石
田
和
男
町
議
会
副
議
長
の
音
頭

で
乾
杯
し
、
子
ど
も
科
学
館
工
事
の
起

エ
と
工
事
の
安
全
を
祈
念
し
ま
し
た
。

子
ど
も
科
学
館
は
、
敷
地
面
積
3
0

0

0
平
方
踪
、
建
設
規
模
は
、

2
階
建

て

一
部
3
階
、
延
床
面
積
2
5
0
0
平

方
踪。

外
観
は
、
海
を
テ
ー
マ
に
船
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
円
形
の
デ
ッ
キ
風
に
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

施
設
展
開
は
①
「
海
を
科
学
の
心
で

遊
ぶ
場
の
提
供
」
身
近
な
自
然
を
と
ら

え
海
へ
の
好
奇
心
を
引
き
出
す
海
遊
び

基
地
②
「
主
体
性
を
育
み
科
学
へ
の
素

朴
な
感
性
と
夢
を
育
む
場
の
提
供
」
科

学
的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
科
学
遊
び
基

地
③
子
ど
も
達
へ
の
地
域
の
情
熱
が
交

流
す
る
場
と
し
て
の
「
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
」

・・・・・・・区亘炉

〶大貫郵便局

・七 子ども科学館

海
と
科
学
の
遊
び
発
見
館

大
洗
子
ど
も
科
学
館
（
仮
称
）

13
年
春
の
完
成
に
向
け
て

工
事
が
始
ま
り
ま
し
た

大洗マリーナロ

、’¥、

を
設
置
し
ま
す
。

展
示
展
開
の
特
色
は
、
①
1
階
及
び

2
階
を
通
じ
て

「海
に
関
連
し
た
科
学
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ

る
「
海
遊
び
基
地
」

②

「
科
学
的
好
奇

心
」
が
多
く
詰
ま
っ
て
い
る
大
自
然
か

ら、

3
つ
の
テ
ー
マ
水

・
風
・
光
を
抽

出
し
、
「
創
る
部
屋
」
「
試
す
部
屋
」
及

び
フ
ィ
ー
ル
ド
実
体
験
に
よ
る
「
科
学

遊
び
基
地
」

③
原
子
力
の
理
解
へ
の
き

っ
か
け
と
な
る
現
象
を
展
示
物
と
し
て

紹
介
し
ま
す
。

科
学
す
る
心
を
持
っ
た
元
気
な

「自

然
児
」
を
育
む
、
海
と
科
学
の
遊
び
発

見
館
「
子
ど
も
科
学
館
」
が
、
い
よ
い

よ
そ
の
姿
を
私
た
ち
の
目
の
前
に
あ
ら

わ
す
、
そ
の
日
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

■施設の構成

科学する心を持った

元気な自然児を育む

“海と科学の
遊び発見館”

一，＿
と
然

国
自

9

9

9

9

9

,

 

遊びの演出展示

＼関
----------------

ワークショップ

i創る部屋 1: 
＇ ＇ 

＇ 
し —- ------------------

試す部屋

口
コミュニティー
ホール

子ども達への
地域の情熱が
交流する場

クラブハウス

フィールド
体験

サイエンスライブラリー サイエンスラボ
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平成13年の春の完成を目指し、大洗マリーナ

前で「子ども科学館」（仮称）の建設がいよいよ

始まりました。

この「子ども科学館」の建設誘致は、我が町の

地域振興策と子供達の教育の場として、国に対し

何度も要望活動を続けた成果、緊急経済対策を盛

り込んだ平成10年度の国の第3次補正予算で核

燃料サイクル開発機構に予算措置していただき建

設が決定されたものです。

約28億円の建設費をもって建設される、館の

内容は子供達が楽しみながら遊びを通して科学に

親しめる施設として、「科学する心」を育てられ

るよう、創意工夫を凝らしたもので、休日、祝祭

日には県内外から大勢の子供達で賑わうことでし

ょう。また、平日には、町内各小学校の学習の場

として活用していきます。

JCO臨界事故を踏まえ、町では国や県に対し原

子力防災体制の見直しや防災機器の整備として約4億3千万円を要

望していましたが、この度、全世帯に設置する防災行政無線の戸別

受信装置の予算2億8千7百万円が認められました。この戸別受信装

置は、火事や災害時に迅速に情報を伝達するため、今年度中に町内

の全ご家庭に設置いたします。

また、原子力施設に対する立入調査や環境放射線監視業務等の原

子力安全業務を円滑に行うため、原子力に関する知識や経験を有す

る専門官2名「原子力安全調査員」を4月l7日から配置しました。

(l名は7月1日配置）

これらはすべて国からの予算措謂によるものであり、町の負担は

無く事業を展開することができました。

長引く景気低迷、原子力事故とその風評被害という厳しい状況の

なかで、執行部、議会、関係団体等と一致協力して、国に要望して

きた原子力施設の安全確保、防災機器の整備、地域振興策に対して

の成果であり、今後とも安全を最優先した中での原子力との共存共

栄を目指し努力してまいります。

00 
地
域
振
興
•
原
子
力
防
災

国
へ
の
要
望
活
動
に
成
果

大
洗
町

長

小

谷
隆
免

這渇饂港躙註會
夜閾閉績します

大洗港臨港道路は愚走族やハント族の駐停車に

よって住民の治安と健全な港湾機能が妨げられて

います。

この対策として4月28日から毎週、金・土・日

曜日の午後 11時から午前5時まで臨港道路入口を

閉鎖いたします。

皆様のこ協力をお願いいたします。

■閉鎖日時毎週金・土・日曜日

午後11時から午前5時まで

小
谷
隆
亮
町
長
と
田
澤
俊

一
大
洗

郵
便
局
長
は
、
町
内
の
道
路
損
傷
等

の
情
報
提
供
に
関
す
る
覚
書
を
4
月

3
日
に
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

町
内
を
く
ま
な
く
回
っ
て
い
る
郵

便
局
の
外
務
職
員
が
郵
便
配
達
中
に

お
い
て
収
集
し
た
道
路
標
識
の
損
傷

等
の
状
況
や
道
路
、
橋
な
ど
の
陥
没

崩
壊
等
の
交
通
危
険
箇
所
の
情
報

を
、
い
ち
早
く
提
供
し
て
も
ら
う
こ

と
に
よ
り
、
よ
り
安
全
な
道
路
環
境

の
整
備
を
図
り
ま
す
。

郵
便
局
と
道
路
損
傷
等
の

情
報
提
供
に
関
す
る
覚
書
を
締
結

第4埠頭 L
 大洗港

⑭臨港道路入口4ケ所を

門所により閉鎖

1 足倉時協力協定調印

小
谷
隆
亮
町
長
と
石
川
信
義
大
洗

簡
易
保
険
保
養
セ
ン
タ
ー
総
支
配
人

は
、
地
震
や
風
水
害
が
起
き
た
場
合

の
相
互
協
力
を
定
め
た
「
災
害
時
に

お
け
る
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
3

月
27
日
に
締
結
し
ま
し
た
。

災
害
時
の
協
力
内
容
は
、

①
同
セ

ン
タ
ー
屋
内
外
を
町
民
の
避
難
場
所

と
し
て
提
供
す
る
。
②
炊
き
出
し
を

中
心
と
し
た
非
常
食
の
提
供
。
③
浴

場
を
開
放
し
入
浴
の
提
供
す
る
な
ど

の
救
援
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

大
洗
簡
保
セ
ン
タ
ー
と

災
害
協
定
を
締
結

（
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．．． 
合
同
歌
集
発
刊
の
記
事
い
ち
早
く
用
紙

に
し
た
た
め
七
月
を
待
っ

角

ニ

ー

区

前

原

琶

風

〔
評
〕
茨
城
歌
人
会
員
五
百
名
中
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
の
歌
集
参
加
申
込
者
で
あ
る
。

再
婚
の
元
店
員
の
便
り
に
は
子
女
授
か

り
し
と
書
か
れ
て
あ
り
ぬ

寺
釜
十
二
区

小

野

瀬

イ

シ

〔
評
〕
久
し
ぶ
り
の
便
り
に
子
を
授
か

っ
た
喜
び
が
表
れ
て
い
る
。

春
の
日
は
ベ
ッ
ト
に
届
き
点
滴
の
ゆ

っ

く
り
と
落
つ
光
ふ
く
み
て

桜
道
三
区
田
部
田
安
太
郎

〔
評
〕
診
療
室
で
の

一
嗣
、
点
滴
の

一

雫
々
々
に
作
者
は
目
を
向
け
て
い
る
の

だ。

あ
し
た

初
雪
は
雷
伴
い
て
降
り
し
き
る
朝
の
庭

に
深
々
と
し
て

蔵

前

三

区

鴨

川

靖

〔
評
〕
雷
を
伴
っ
た
春
雪
に
作
者
は
共

感
し
つ
つ

一
首
を
詠
み
あ
げ
た
。

戸
を
開
け
て
と
ど
ろ
き
渡
る
し
ば
ら
く

を
き
き
い
た
り
夜
の
春
の
雷
嗚

仲
町
四
区
庄
司
千
代
子

〔
評
〕
雷
へ
の
恐
怖
は
昔
日
の
こ
と
、

作
者
は
「
春
の
雷
鳴
」
に
詩
を
感
じ
て

い
る
。

ど
こ
と
な
く
他
人
行
儀
に
告
げ
い
た
り

留
守
電
の
娘
へ
の
言
葉
短
く

寺
釜
九
区

＿二

村

住

江

〔
評
〕
留
守
電
に
は
多
く
の
人
は
馴
染

め
な
い
の
が
実
状
の
様
で
あ
る
。

す
が
す
が
と
香
り
立
ち
た
る
柚
子
の
湯

歌
壇 み

ん
な
の
ひ
ろ
は

●
勝
山
一
美
選

に
包
ま
れ
い
た
り
肌
あ
た
た
か
く

沢
町
四
区

＇川

上

ひ

さ

ダ

す

ゆ

〔
評
〕
冬
至
と
柚
湯
は
昔
な
が
ら
の
よ

い
風
習
で
あ
る
。
残
し
た
い
も
の
だ
。

装
わ
ぬ
吾
の
言
葉
を
避
難
す
る
傷
つ
き

た
る
は
本
当
に
君
か成

田

大

野

恵

美

〔
評
〕
思
っ
て
も
見
な
い
言
葉
に
傷
つ

き
易
い
の
が
世
の
常
。
結
句
面
白
い
。

か

ず

あ

雪
被
＜
富
士
の
高
嶺
を
飽
か
な
く
に
車

中
に
見
つ
つ
友
と
し
来
た
り

南
清
水

一
区

広

木

チ

イ

〔
評
〕
巳
本
を
代
表
す
る
富
士
は
ま
さ

に
霊
蜂
で
あ
る
。
臼
冨
土
は
ま
た
格
別
。

自
由
な
き
戦
中
戦
後
を
生
き
ぬ
き
し
あ

け
暮
れ
あ
り
て
得
し
倖
せ
か

蔵
前
二
区

田

山

佳

風

〔
評
〕
国
難
を
大
き
く
の
り
越
え
て
来

た
者
の
み
の
知
る
倖
せ
で
あ
ろ
う
か
。

オ
レ
ン
ジ
に
明
け
染
む
る
空
に
裸
木
の

は
し
き
シ
ル
エ

ッ
ト
勤
ぐ
ろ
と
立
つ

前

原

一

区

堀

野

満

穂

〔
評
〕
目
の
前
の
情
景
を
適
格
な
描
写

で
捉
え
て
い
る
。
下
句
は
う
ま
い
。

わ
れ
の
名
も
祝
ぐ
大
漁
旗
は
た
め
き
て

船
は
渚
を
す
べ
り
出
せ
り

船
渡
三
区
照
沼
と
よ
子

〔
評
〕
船
出
の
大
漁
旗
に
作
者
の
名
が

記
さ
れ
て
い
る
。
当
然
な
が
ら
覚
え
る

感
動
で
あ
る
。

は
た
は
た
と
大
漁
旗
の
に
ぎ
わ
い
に
齢

ふ
り
た
れ
ど
心
わ
か
や
ぐ

永
町

一
区

高

崎

夫

左

江

〔
評
〕
大
漁
旗
は
華
や
か
で
あ
る
。
若

者
の
如
き
作
者
が
見
え
て
く
る
。

他
称
に
て
噂
さ
れ
し
は
不
覚
に
も
破
目

を
外
せ
し
我
か
も
知
れ
ぬ

新

町

六

区

関

根

秀

子

〔評
〕
「
二
人
称
」
で
何
と
な
く
噂
が
聴

こ
え
て
く
る
。
う
ま
く
捉
え
た
反
省
か
。

丸
鉢
に
三
色
す
み
れ
植
え
て
ゆ
く
妻
は

丹
念
に
堆
肥
を
添
ス
て

祝
町
二
区

吉

川

和

〔評
〕
鉢
の
草
花
は
土
壌

．
肥
料
の
加

減
が
こ
と
の
外
難
し
い
。

ひ
む
が
し
の
荒
磯
の
続
く

一
筋
の
道
の

はで果
の
朱
き
満
月
に祝

町

一
区

佐

藤

毅

〔
評
〕
海
上
に
姿
を
表
し
た
望
月
を

「朱
き
」
と
表
ん
だ
と
こ
ろ
に
発
見
が

あ
る
。

強
い
ら
れ
て
気
負
う
に
あ
ら
ず
予
後
の

事
徐
々
に
癒
え
来
て
ひ
と
日
短
し

永

町

十

六

区

身

内

ゆ

み

〔
評
〕
永
病
み
の
作
者
で
あ
っ
た
。

上

句
に
作
者
の
気
持
ち
が
よ
く
表
わ
れ
て

い
る
。

ふ
ん
わ
り
と
松
葉
松
笠
ふ
み
な
が
ら
小

径
を
行
き
ぬ
私
と
犬
と

祝
町
五
区

石

澤

き

み

〔
評
〕
海
辺
に
近
い
松
原
を
散
策
す
る

作
者
、
気
持
ち
の
出
て
い
る
作
で
あ
る
。

厳
寒
に
耐
え
て
咲
き
た
る
老
梅
の
い
ま

盛
り
な
り
匂
い
放
ち
て

桜
道
三
区

田

部

田

す

す

ほ

〔
評
〕
春
に
か
け
て
花
を
つ
け
る
老
梅

に
思
わ
す
見
と
れ
る
作
者
な
の
だ
。

「
ネ
コ
よ
り
も
ま
だ
ま
だ
ま
し
」
と
笑

せ

な

こ

う

ペ

う
母
家
事
す
る
背
に
頭
を
垂
る
る

桜
道

一
区

奥

住

ふ

み

枝

〔
評
〕
素
直
に
そ
の
ま
ま
の
気
持
ち
を

詠
ん
だ
歌
と
し
て
好
感
を
も
つ
。

日
と
風
の
思
い
の
ま
ま
や
枯
芭
か
そ
か

に
待
る
る
野
辺
を
過
ぎ
来
ぬ

永
町
二
区

田

山

り

ゑ

〔
評
〕
サ
亡
穂
の
風
情
に
我
に
は
い
ろ
い

ろ
な
思
い
を
抱
く
、
力
量
あ
る
作
者
。

恵泉保育園年長光の組共同制作

「こいのほり」

ほ
く
U
.0
足，示
fjJ

~〗-9
-考
ラ
リ
ー
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「魚の水揚げ寸景」 郡司 健次

「早春の海」 高橋

大
洗
の
四
季
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いまむら かいと

今村魁人＜ん
（寺釜8区 1歳）

お父さん 和章 お母さん 麻里

「お外が大好き、わくわくドキドキの毎日な

のかな？あしたもお空の下で遊ぽうね」

ア
イ
ド
ル
！

かるぺ とうい

軽部杜威＜ん
（寺釜8区 l歳l力月）

お父さん 治 お母さん 裕美

「じいじ、ばあば大好きっ子です。みんなの

宝物。大きく育ってね」

)
l
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▲いくぞ！ロケットスタート

めざせ！
大洗のトビウォ

（ ゅっくら健康館一周年を記念して第一回小学生水泳

大会が、 4月8日、ゆっくら健康館プールで開催され

ました。

町内の小学生34名が参加し、日頃の練習の成果を

競い合いました。各種目の優勝者は次のとおりです。

＼ l 2年生の部 34年生の部 5 6年生の部

25mクロール 坪井健太 塙 碧 川崎美紀

25m背泳ぎ 西秋 亮平 入 江才顆 吉川由真

25m平泳ぎ 露崎 泰仁 小野瀬彩乃 坂本秀帆

25mパタフライ 露崎 泰仁 鴨志田賢之 梅原由妃

ヘクロルーバルー2付5きm 伊東 史織 関根直弥

25m板キック 小沼 良恭 吉川 舞

50mクロー）しl 大津 咲 塙 碧 梅原由妃
▲みんなで楽しくウォーミングアップ

‘、

▲大洗駅をにこやかに出発

おかげさまで
15周年

4月16日、大洗鹿島線開業 15周年を記

念して大洗鹿島線を育てる沿線市町村会議

と鹿島臨海鉄道（株）の共催により水戸駅

から鹿島臨港線神栖駅間を往復する記念列

車が走りました。

ゆったりとした客車「マリンライナーは

まなす」で片道約 1時間半の列車の旅を楽

しみながら神栖駅で下車、潮来と香取神宮

を見学し、春の水郷を楽しみました。

帰りの電車内では参加した皆さんから

「鹿島線の快適な旅を満喫しました」との

声が聞かれま した。

2000.5.8 広報おおあらい (l 0) 



▲しつかり植えるぞ

ー

・

令'’’―

【桜道公園全景】

[
桜
道
公
傾
開
夏
記
念
桜
植
樹
祭
】

いこいの場所に
什，，ラ什，，

3月26日、桜道公園のオープニングセレモニーと

して、 桜植樹祭が開催されました。

抽選により選ばれた町内小学生が桜32本を「大

きく育ってね」と願いをこめて植樹しました。

また、 苗木 (l00本）や花苗 (3,000ポット）

の無料配布や苗木の販売、緑化相談などが行われ、

たくさんの方々が会場に訪れました。

桜道公園こ利用のこ案内

【主な遊具施設】

大型すべり台 ブランコ

鉄棒木製遊具など

［位置図】

ジャングルジム

涸沼川

竺讐ぶ第菟＇，，／／
□||  

ロニ

ーl[-〗--]ロニ

事被0ない
訂をめざじて

春の交通安全運動期間中 (4月6日から

15日）町内の主要交差点でシー トベルト着

用キャンペーンが行われ、水戸警察署をはじ

め、交通安全協会 ・交通安全母の会、安全運

転管理者協議会、交通安全推進委員、大洗ラ

イオンズクラブの皆さんが参加してドライバ

ーに安全運転を呼びかけました。

また、 4月2日には泉友会の方々20名に

よるカーブミラーの清掃が行われ、安全確認

に大切な町内のカーブミラーを総点検しまし

た。

「
春
の
交
通
安
全
運
動
＆
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掘
i

．
 

-
← 

-=＝ 

一ゃt

～ ・-:---―̀-=--.,_ 
~‘- -----r--T~ 
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家
族
と
仲
間
と
、
小
人
数
で
も
い
つ

き
て
も
、
み
ん
な
で
楽
し
め
る
ス
ポ

—

ツ
広
場
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
会
場
で

は
体
育
指
導
委
員
が
上
達
の
コ
ツ
を
教

え
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

期
日
／
5
月
25
日
（
木
）

1
2
月
ま
で

毎
月
第
4
木
曜
日

午
後
7
時

1
午
後
9
時

場
所
／
第
一
中
学
校
体
育
館

※
駐
車
場
が
狭
い
の
で
、
磯
浜
小
学
校

の
駐
車
場
を
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

内
容
／
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
等
、

体
育
館
で
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

持
ち
物
／
体
育
館
履
、
タ
オ
ル

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

ス
ポ
ー
ツ
広
場
で

さ
わ
や
か
な
汗
を

くらしの情報
INFORMATION 

大洗町役場合267-5111

環境

（
 

ラ
イ
フ
セ
—
ビ
ン
グ

講
習
会
に
参
加
し
て

め
ざ
せ
ラ
イ
フ
セ
—
バ
—

受
講
条
件
／
年
齢

18
歳
以
上
（
高
校
生

を
除
く
）
（
泳
力
、
走
力
、
視

力
に
も
条
件
あ
り
）

内
容
／
海
に
関
す
る
知
識
｀
救
助
法
、

応
急
手
当
、
蘇
生
法
他

実
施
日
／
6
月
14
日
（
水
）

1
1
8
日
（
日
）

時
間
／
午
前
9
時

1
午
後
6
時

場
所
／
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ

募
集
定
員
／
60
名

参
加
費
用
／
2
万
4
千
5
百
円

申
込
締
切
日
／
6
月
2
日
（
金
）

問
合
せ
／
商
工
観
光
課
（
内
線
3
3
1
)

皆
さ
ん
の
こ
協
力
に
よ
り
昨
年
の

4

月
か
ら
今
年
の
3
月
ま
で
の
1
年
間
に

集
め
ら
れ
た
資
源
物
は
、
総
重
量
約
4

4
0
ト
ン
。

1
世
帯
あ
た
り
約
6
6
k
g
で

す
。
こ
み
収
集
車
で
約
2
2
0
台
分
の

こ
み
の
減
量
に
な
り
ま
し
た
。

資
源
こ
み
リ
サ
イ
ク
ル
ご
協

力
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
す

建
設
省
は
河
川
（
涸
沼
川
の
涸
沼
橋

か
ら
涸
沼
ま
で
の
区
間
約
5
k
m
を
主
）

を
見
守
っ
て
下
さ
る
河
川
愛
護
モ
ニ
タ

ー
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

期
間
／
平
成
12
年
7
月

1
日
1

平
成
14
年
6
月
30
日

応
募
資
格
／
那
珂
川
か
ら
5
k
m
以
内
に

住
む

20
歳
以
上
の
方

手
当
／
月
額
4
、
5
8
0
円

募
集
人
員
／
大
洗
町
、
ひ
た
ち
な
か
市
、

水
戸
市
の
応
募
者
の
中
か
ら
2

名
（
応
募
締
切
5
月
30
日）

問
合
せ
／
建
設
省
常
陸
工
事
事
務
所
河

川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
担
当
係
根
本

6
0
2
9
4
(
7
2
)
3ー

7
5

F
A
0
2
9
4っ
7
3
)
1
3
l
o

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
—
募
集

資源リサイクル回収量
(H 11.4月～H12.3月）

資源物 回取量

缶類 39トン

ビン類 92トン

紙類 305トン

布類 4トン

合計 440トン

こ
う
し
て
、
集
め
ら
れ
た
資
源
物
は

再
生
さ
れ
新
し
い
製
品
に
生
ま
れ
か
わ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
球
環
境
に
や

さ
し
い
リ
サ
イ
ク
ル
に
皆
様
の
一
層
の

参
加
と
こ
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

し＼ み
な
さ
ん
と
と
も
に
町
に
花
を
育
て

観
光
の
町
大
洗
を
よ
り
美
し
い
ま
ち
に

し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
「
ま
ち
に
花

を
育
て
る
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

対
象
／
た
く
さ
ん
の
人
の
目
に
ふ
れ
、

心
を
な
こ
ま
す
道
路
沿
い
の
花

壇
や
花
木
の
生
け
垣
、
塀
、
バ

ル
コ
ニ
ー
、
テ
ラ
ス
や
窓
、
壁

等
に
飾
ら
れ
て
い
る
花
な
ど
快

適
な
環
境

・
景
観
の
美
化
に
役

立
っ
て
い
る
も
の

応
募
方
法
／
本
人
が
申
し
込
む
方
法
と

推
薦
を
す
る
第
三
者
が
申
し
込

ま
ち
に
花
を
育
て
る

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

曲がり松商店街に
「ロードサイドバーク」完成

曲がり松商店街のシンボル「曲がり松」を活かしたロ―

ドサイドパークがさかなや隠居前庭に完成しました。

木のぬくもりを活かした格子塀と2つのベンチ、景観に

マッチした案内板や水飲み場がありますので散歩帰りやお

買い物の休憩にこ利用ください。

む
方
法
が
あ
り
ま
す
。

応
募
対
象
の
全
景
を
写
真
（
サ

ー
ビ
ス
判
、
複
数
枚
可
）
に
撮

り
、
写
真
裏
面
に
応
募
希
望
者

（
推
薦
者
）
の
氏
名
、
年
齢
、

住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
郵

送
ま
た
は
持
参
し
て
下
さ
い
。

-T
3
ー
ー
の
ー

3
9
2

大
洗

町
役
場
都
市
建
設
課
内
緑
化
推

進
協
議
会
事
務
局
「
ま
ち
に
花

を
育
て
る
コ
ン
テ
ス
ト
」
係

受
付
期
間
／
5
月
ー
日
か
ら

10
月
15
日
ま
で

発
表
／
入
選
発
表
は

10
月
下
旬
、
入
選

者
に
は
直
接
通
知
し
、
文
化
の

日
に
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

入
選
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
。
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となりのまちから

水戸地方広域市町村圏協議会

年金

a JR水戸線宍戸駅から北へ2km。広大な国有林の

自然を十分に活かした北山公園では、新緑や紅葉

など四季を通じて楽しむことができます。

こ家族、仲間と楽しいコミニュケーションのひ

とときにどうぞご利用ください。

（主な施設）展望塔、休憩施設、ローラーすべり台、

湿性生態園、バーベキュー・ キャンフ

場、芝生広場など

（公固内施設の利用時間）

4月～9月午前9時～午後6時
l0月～3月午前9時～午後4時

（問合せ）北山公園管理事務所

岱 0296-78-39 l l 

友部町役場商工観光課

fl0296-77-l l 01（内線315)

北山公園

4
月
か
ら
就
職
し
た
皆
さ
ん
、
国
民

年
金
の
手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
た
か
。

会
社
に
就
職
し
た
ら
町
国
民
年
金
係

で
種
別
変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
就
職
に
限

nす
退
職
や
結
婚

な
ど
人
生
の
節
目
で
は
、
国
民
年
金
の

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

将
来
の
年
金
を
確
か
な
も
の
と
す
る

た
め
に
も
、
手
続
き
を
忘
れ
す
に
。

就
職
し
た
ら

種
別
変
更
の
手
続
き
を

社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
あ
り
が
と

う
こ
ざ
い
ま
し
た
（
平
成

1
年
9
月
15

日
1
平
成
12
年
3
月
31
日
ま
で
）

■l
5
、

5

4
ー
円
大
貫
商
店
会

■ー
、

0
0
0
円

匿

名

■3
0
、

0
0
0
円

舟
渡
青
年
会

■4
、

0
0
0
円
小
沼
酉
之
助

■l
o
、

0
0
0
円

匿

名

■l
4
、

8
9
9
円

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
機
構
大
洗
工
学
セ

ン
タ
ー
原
子
炉
第
二
課

寄付
敬称略

。

関
根
ふ
み

■1
8
、

0
0
0
円

栗

俣

家

康

■3
、

7
3
9
円
夏
海
小
学
校
昭
和

16
年
卒
業
生

一
同

■5
、

6
0
0
円

篠

原

耕

造

■l
6
、

8
2
2
円

大
洗
高
校
P
T
A
機
浜
支
部
O

B
会

会
長
大
倉
好
雄

■5
0
、

0
0
0
円

高

須

進

■l
5
、

0
0
0
円
大
洗
町
消
防
団

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ル
フ

■l
o
、

0
0
0
円

小

野

正

司

■5
0
、

0
0
0
円

ベ
テ
ラ
ン
カ
ー
ク
ラ
ブ
束
京

■l
2
、

0
0
0
円

大
洗
ネ
ス
ク
ラ
ブ

■2
0
、

0
0
0
円

経

隆

会

■4
0
、

1
5
3
円

平
成
12
年
成
人
者
一
同

■l
5
、

2
1
0
円

レ
ク
イ
エ
ム
有
限
会
社

■3
7
6
円

匿

名

■5
0
、

0
0
0
円

浅

見

誠

■l
o
o
‘
0
0
0
円

大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

■2
6
、

5
7
0
円
第
一
回
生
涯
学

留
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

■l
o
‘
0
0
0
円

ゆ
っ
く
ら
夕
市
会

■2
ー

7
、

0
6
4
円

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
大
洗
工

学
セ
ン
タ
ー
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発

労
働
組
合
大
洗
支
部

■l
o
8
、

0
0
0
円

民
生
委
員
一
同

■5
、

5
0
0
円

いきいき他育祭ガ開催されます
第29回大洗町 「いきいき体育祭」 が開催されます。

賞品もたくさん用意してありますので多数こ参加下さい。

対象者 60歳以上の方と身体障害者（児）

期日 5月26日⑨午前9時30分～午後2時

会 場 総合運動公園体育館（上履を持参して下さい）

申込み受付 高年者クラブ会長または役場福祉課

競技種目 0ドンドン投げ 0ケッ圧測定

〇余興 0パンくい競争

0大玉ころがし 0玉手箱

〇変身レース 0リサイクルゲーム 他

昼食は、飲食店組合味処会のこ協力により、めん類が

準備してあります。

送迎バスは、右表のとおりです。

（各バスがピストン運転します）

問合せ 福祉課合267-51l l（内線153)

※ 

※ 

送迎バス時刻表

• 

1号車 明神町～金沢～常陽銀行前～会場
8 20~ （明神町～金沢はバス停でお待ち下さい）

2号車
明神町～金沢～常陽銀行前～会場
8 20~ （明神町～金沢はバス停でお待ち下さい）

3号車
大和旅館前～旧茨交デーリー前～新道バス停～会場

820 825 830 

5号車 祝町小学校前～松ヶ丘住宅前～幕末と明治の博物館前～会場
8 20 8 25 8 30 

関東銀行前～田山石油前～萬清前～

6号車 8 20 8 25 8 30 

諏訪神社前～角ー集会所～会場
835 840 

7号車 舟渡集会所～大貫橋～神山～会 場
8 20 8 30 8 40 

8号車 農業会館～池田商店前～松屋商店前～会場
8 20 8 25 8 30 

(13) 広報おおあらい 2000.5.8 



国保税分 （限度額53万円）

所得割額 1 資産割額 1 均等割額

6.4% I so% I 19,200円
※国保税の変更はありません。

平等割額

25,200円

介護保険料分 （限度額7万円）戸三員
0.75% 8,500円

※国保加入者40歳から64歳までの方-保懐税となります

4
月
1
日
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護

保
険
制
度
に
伴
い
、
課
税
内
容
と
納
期

が
変
更
に
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
で

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
の
場
合

従
来
の
国
保
税
（
医
療
保
険
分
）
と
介

護
保
険
料
分
を
あ
わ
せ
て
国
保
税
と
し

て
世
帯
主
が
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す。 国
民
健
康
保
険
税
の

お
知
ら
せ

ほけん

（
 

病
気
や
交
通
事
故
等
の
手
術
用
血
液

が
年
間
を
通
じ
て
不
足
し
て
お
り
ま

す
。皆

さ
ん
の
こ
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

日
時
／
5
月
24
日
（
水
）

9
時
30
分
1
1
2
時
30
分

13
時
30
分
1
1
5
時
30
分

場
所
／
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
ー
階

-保
健
セ
ン
タ
ー

種
類
／
全
血
献
血
2
0
0
m
e

4
0
0
m
e
 

献
血
の
で
き
る
人
／

16
歳
以
上
65
歳
末
満
の
方

※
輸
血
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
あ
る
方
は

ご
遠
慮
下
さ
い
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
係

6

(
2
6
6
)
l
o
l
o
 

主
催
／
大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

愛
の
献
血
に
こ
協
力
を

問合せ／福祉課国民健康保険係

（内線ー57)

第： ： ： 弟•. •. ： 第 期

』 韮 贔別

1 12 11 ， 8 6 5 期
月 月 月 月 月 月 月
1 1 1 1 1 1 1 

月門 門 門 巳月門間

胃胃胃胃胃胃閂
31 28 30 30 31 30 31 
日 日 日 日 日 日 日

※
12
年
度
よ
り
納
期
が
年
6
回
か
ら
7

回
に
な
り
ま
し
た
。

■貸
出
期
間

■休
館
日

5
月
15
日
（
月
）

29
日
（
月
）

6
月
5
日
（
月
）

・
12
日
（
月
）

■貸
出
時
間

午
前
9
時
30
分
1

午
後
4
時
30
分

2
週
間

(l
人
3
冊
）

図書室

22
日
（
月
）

▲ ( 

文
藝
春
秋

迷
路
の
よ
う
な
在
日
の
集
落
に

棲
む
ソ
バ
ン
老
。
あ
る
新
聞
記
事

が
彼
の
過
去
を
蘇
つ
せ
、
集
落
に

事
件
を
呼
ん
だ
。

玄
月

●大洗文化センタ―•

蔭
の
棲
み
か

合266-2442

相
談
日
／
6
月
9
日

（金）

場
所
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
」

1
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

時
間
／
午
後
ー
時
30
分
1
3時

※
弁
護
士
の
相
談
は
要
予
約

相
談
無
料

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会

6

(
2
6
6
)
3
0
2
l
 

徳
間
書
店

花
に
命
を
も
ら
っ
た
姫
が
残
し

た
も
の
、
そ
れ
は
：
・:

き
ら
め
く
ば
か
り
に
美
し
い
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
描
く
、
時

を
超
え
た
お
と
ぎ
ば
な
し

心
配
こ
と
相
談

相

ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
・
フ
レ
ン
チ
文

エ
リ
ザ
ベ
ス

・
ハ
ー
バ
ー

絵

中

川

千

尋

訳

言火
0火

R書紹介

あざみ姫

月日羅 催 事 内容 開始時間 開催讐祝 這腿

2 l 日大洗荒機太鼓発表会 ] 830~ 爪ール無料
5 
28 日全日本歌闘連盟カラオケ認定大会 g・oo~ 爪ール無料

4 日おらが茨城の唄民謡大会 9・30~ ホー）し 無料
6 
] 0 ± 映画上映会（名探偵Jナン）1000~ ホー）し 有 料

国民年金(5月分）

軽自動車税（全期）

国民健康保険税（第1期）

納期は

5月31日迄です。

2000.5.8 広報おおあらい (14) 



乱は似乱は蹟罪
然窟6怠該哀涵き

-65歳以上の方と40歳から64歳までの方とでは

保険料と納め方が異なります一

軽減され る 方 基準額を支払う方

老生齢活福保社護年の金受受給給者者、 世帯全員が 本人が

（住民税世帯非課税）
住民税非課税 住民税非課税

2,350円X0.5 2,350円X0.75 2,350円X10 

割り増しの保険料を支払う方

本人が住民税課税で合計 本人が住民税課税で合計

所得金額250万円未満 所得金額250万円以上

2,350円X1.25 2,350円X15 

高
齢
者
の
方
々
に
も
原
則
と
し
て
す
べ
て
の

方
に
所
得
に
応
じ
た
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

老
齢
・
退
職
年
金
が
月
額

1
万
5
千
円
以
上

の
方
は
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。
年
金

額
が
月
額

1
万
5
千
円
に
満
た
な
い
方
に
つ
い

て
は
、
口
座
振
替
な
ど
の
方
法
で
町
に
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

月
額
2
、3
5
0
円
（
基
準
額
）

に
決
定

65
歳
以
上
の
方
の

保
険
料

医
療
保
険
の
保
険
料
と
し
て
＿
括
し
て
徴
収

さ
れ
ま
す
。
保
険
料
の
計
算
方
法
や
額
は
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

【
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
】

・
保
険
料
は
給
料
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す

・
保
険
料
の
半
分
は
事
業
主
が
負
担

・
サ
ラ
リ
—
マ
ン
の
妻
な
ど
被
扶
養
者
の
分
は

各
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
皆
で
分
担
し
て

く
れ
る
の
で
、
新
た
に
保
険
料
を
納
め
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん

【
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
】

・
保
険
料
は
所
得
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す

・
保
険
料
と
同
額
の
国
庫
負
担
が
あ
り
ま
す

•
世
帯
主
が
世
帯
員
の
分
も
負
担
し
ま
す

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
方
の
保
険
料

【保険料の納め方］

●65歳以上の方 ●40歳から64歳までの方

2つの保険料を 1つの保険料として

納めます 納めます
介設保険料は/J;()[IJ年令天引き 介設保険分はl区税保険分に上のせ

ァ^

【平成12年度 ・13年度の65歳以上の方の保険料の額】

本来の介護保険料の額

， I 

' I 
I I 
I 

I I 

保険料が軽減されなた分は I 
I 

国が負担することに ります I 

I 

本来の保険料の額を納めます
I 
I 

保納険め料るを
I I 

本来の保納I 険料の
I 

I 

必要は 半額をめます
I 
I 

ありません
I 

I 

＇ ＇ 
I 

I I 
T ... 

平成12年4月

▲ 

平成12年10月

▲ 

平成13年4月

▲ 

平成13年10月 平成14年4月

▲ 

平成15年4月

65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
、
制
度
に
つ
い

て
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
保
険
料
を
段

階
的
に
負
担
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
平
成
12

年
4
月
か
ら
平
成
13
年
9
月
ま
で
保
険
料
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

平
成
12
年
度
と

13
年
度
は

保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す

(15) 広報おおあらい 2000.5.8 
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カマイルカ

. ( 

きれいな模様をしたこのイルカ、後ろに長くのびた大き

な背鰭が、まるで「鎌の刃」のように見えることから、

「カマイルカ」という名前がつきました。大きさはオトナ

でも2mくらいで、イルカの仲間では小さい方ですが、実

はとても活発なイルカなのです。船と競争するように泳ぐ

こともあって、なんと最高時速は50km以上とか。野生で

もいろいろなジャンプを見せてくれる身軽なカマイルカ

は、まさに水族館のアクションスター。かわいい外見から

は想像できない華麗な動きに、きっと目を奪われることで

しょう。

，， 

・ヽヽ
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